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研究成果の概要：『入唐求法巡礼行記』を中心として古代の東アジア世界における交流・交通の

諸相を研究することを目的として、第一に『入唐求法巡礼行記』自体の詳細かつ丹念な検討を

進め、諸本の校訂を経て、データベースを作成した。また、『入唐求法巡礼行記』の記載と円仁

の行程を追跡し、具体的な交通路を復原することを目的に現地調査を行った。それらの成果は

研究会やシンポジウムで広く社会に公開し、その一端を『円仁とその時代』として一書にまと

めた。 
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１．研究開始当初の背景 
  

『入唐求法巡礼行記』の内容は、円仁が遣
唐使の一員として渡唐した際の旅行記であ
り、９世紀初めの日本僧が唐の様子を具体的
に記した貴重な文献で、世界三大旅行記の一
つとされる。従来から『入唐求法巡礼行記』
は、古代史、仏教史、文学などの国内外の研
究者の研究対象となっているが、その殆どが
『入唐求法巡礼行記』の部分的な引用や日記
の訳文化にとどまっており、その全体かつ細

部にわたる校訂・解釈は近年、十分に行われ
ていない状況であった。そして『入唐求法巡
礼行記』の写本も容易に閲覧することができ
ず、研究に支障をきたしていたこともあり、
写本を簡便に見られることが求められてい
た。また、円仁が如何なる行程で、渡唐し、
巡礼したのか、を円仁の視線に沿って詳細に
その景観までも含めた記録を作成する作業
は未だ行われておらず、今後の古代東アジア
交流史研究を考える上で必要不可欠である
ため、『入唐求法巡礼行記』に記載された円
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仁の行程記録に即した現地踏査が急務であ
った。 
２．研究の目的 
 

本研究では『入唐求法巡礼行記』自体の詳
細かつ丹念な検討を進め、基礎的な史・資料、
研究論文を収集・提示して総合することを第
１の目的とし、テキストとしての『入唐求法
巡礼行記』の全体像を把握しようとした。そ
れらの資料をもとに調査・研究を進め、『入
唐求法巡礼行記』を当該期の日中交流史を超
えて、東アジア史全体の中に位置づけること
を第２の目的とした。これにより、円仁の行
程そのものだけでなく、円仁の活動を成り立
たせる当該期の唐の社会的背景なども総合
的に考察の対象とし、円仁の行程を復原する
ことにより、求法・巡礼といった宗教的な交
流はもとより、遣唐使をはじめとする外交、
もしくは交易といった、人・モノ・情報の移
動を解明するための実際的な動きを捉える
ことができ、さらには唐代の交通路を具体的
に復原することができる。これらの研究成果
を『入唐求法巡礼行記』を核とした９世紀東
アジアの社会様相を日本だけでなく中国・台
湾・韓国・欧米の研究者に広く公開し、研究・
教育に寄与するため、私たちの研究の成果を
データベース化して国内外に公開すること
も本研究の主要な目的として研究を進めた。 
 
３．研究の方法 
 

第１に、基礎的な作業である『入唐求法巡

礼行記』の１字毎の校訂・訓読の作成を行っ

た。第２に、『入唐求法巡礼行記』をもとに

当該期を中心とした日本・唐・新羅・渤海の

東アジア諸国間相互の交流活動を、多様な文

献史料を渉猟し、併せて考古資料と、中国の

実地調査をふまえながら考察し、成果を公に

した。 

研究作業は以下の通りである。 

１．『入唐求法巡礼行記』巻２について影印

本・活字本・訳本の校訂 

２．『入唐求法巡礼行記』巻２の読み下し文

作成 

３．『入唐求法巡礼行記』関係資料集の作成  

４．『入唐求法巡礼行記』のデータについて     

データベース化を行い、ウェブ上にて公開

する。 

５．『入唐求法巡礼行記』に記された円仁の 

行程（滞在地を含む）についての現地調査

（主に中国・日本）。及び円仁の活動にお

ける社会的背景についての資料収集及び

現地調査。 

６．資料収集及び現地調査の成果の公開。 

７．『入唐求法巡礼行記』の内容に即した研   

究論文の作成。 

８．１～７の成果をもとにした、古代日本と

東アジア諸国における交流活動について

の考察と成果公開（研究論文発表やシンポ

ジウム等の開催）。 

 
４．研究成果 
 

研究成果として、まず『入唐求法巡礼行記』

巻 2について、影印本はスキャナーで取り込

み、１字毎の検索用画像を作成した。活字

本・訳本などとの校訂作業を行い、その内容

をデータベース形式にした。巻１の校訂作業

の成果を公開し、今後巻 2以降のデータにつ

いても漸次更新するため、公開用ビューワー

の開発を行い、また、公開のためのウェブサ

イトを作成した。 

また、注釈作成および行程復原のために中

国での現地調査を実施した。山東半島西部・

河北省における現地調査では、円仁が歩いた

ルートをほぼ特定することができ、唐代に遡

る直線の官道を確認、唐代の寺院跡や城県の

遺跡などを調査し、また現地の研究者とも学

術交流を図る事ができた。山西省五臺山での

調査では、従来推定される円仁の行程は修正

が必要であり、今後記録したデジタルビデオ

とデジタルカメラの内容・さらに地図や地方

志などから詳細な検討と行程の確定を行う

必要が生じた。江蘇省揚州・楚州・連雲港市

では、円仁が中国へ上陸した地点などを調査

し、また外邦図や旧ソ連図といった地図や衛

星写真などを用いて複合的に円仁の求法の



 

 

行程調査を行うことができた。陝西省西安市

では、円仁が長安滞在中に訪れた寺院や役所

などを細かく検討し、また唐代長安城の城壁

や門跡、長安周辺の交通路を現地の研究者と

ともに踏査することで、具体的な円仁の行程

調査を行うことができた。 

それとともに入唐求法巡礼行記研究会を

発足させ、広く一般の方にも研究会に参加で

きるようにして、研究の交流促進・公開を図

った。研究会では研究報告や調査報告を行い、

または研究者を招聘して講演会を行った。そ

の上で、2008 年 4 月 29 日に栃木県立博物館

において韓国・中国より研究者を招聘し、計

11 名の報告者による国際シンポジウム「円仁

と古代の東アジア―『入唐求法巡礼行記』の

世界」を開催した。これにより、広く一般に

むけて本研究の内容を報告し、活発な議論が

なされた。また 30 日には栃木県内の円仁関

係史跡を巡見し、円仁に関する知識を研究者

のみならず一般の人々に深めることができ

た。そして、この成果の一端を鈴木靖民編『円

仁とその時代』（高志書院）としてまとめ、

2009 年 2 月に刊行した。 

これらにより、遣隋使・遣唐使の研究はも

とより、９世紀における日本史および東アジ

ア史の実像を史料に即して明らかにするこ

とができる。また今後の『入唐求法巡礼行記』

研究における基礎的研究となるだろう。さら

に中国・韓国などの研究者とも共通の議題と

して学術交流を促進させることができ、当該

期の東アジア諸国間における歴史研究を確

固たる文献的、史料的基礎に立脚して、一層

発展させる役割を担う意義深いものとなる

と確信している。この研究を推進することで、

日本僧円仁の在唐活動、日本古代の遣唐使研

究の公開を通して、学界において、現在内向

きの傾向にある日本の古代史研究を東アジ

ア諸国や欧米に発信するのみでなく、諸国間

の歴史認識の相対化、国際化のためにも少な

からず貢献することになるであろう。 
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